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写真
募集中 ! わが家の愛ドル愛ドル たなべスマイルスマイル

青春キラリ！高校生レホーター たなべ日記ミナラの
キラ

キラ

アゼルバイジャン生まれ
カナダから来ました
ミナラ・シュキュロワです♪

SDGs を考えて

申込みは
こちら▶～9月生まれ～

りんの笑顔にいつ
も癒されている
よ。お兄ちゃん達
と一緒に元気にす
くすく大きくなっ
てね！

芝 璃
りん た

大ちゃん（1歳）

Happybirthday　　
4 歳のわっくん♡
生まれてきてくれ
て本当にありがと
う！毎日楽しく過
ごそうね

赤松 和
わしゅう

周ちゃん（4歳）

みっちゃんお誕生
日おめでとう。ひ
らがな上手に読め
るようになったね。
同じ誕生日のお父
さんもおめでとう。

松本 実
み ち

千ちゃん（4歳）

いつもみんなを笑
顔にしてくれて、
ありがとう♪これか
らも聡佑とりのと
兄妹仲良く元気に
大きく育ってね♡

玉置 まなちゃん（2歳）

あおちゃん 4歳の
お誕生日おめでと
う！これからも兄
弟仲良く元気に大
きくなってね♡

西山 葵
あお と

翔ちゃん（4歳）

おとちゃん2歳の
お誕生日おめでと
う！これからも可愛
い笑顔をたくさん
見せてね♡大好き
～♡

中村 緒
お と

十ちゃん（2歳）

外で遊ぶのが大好
きな颯ちゃん。
これからもにこに
こ笑顔いっぱいで、
たくさん遊ぼうね
♡

杉浦 颯
そう と

人ちゃん（3歳）

　就学前の 10 月生まれのお子さん　就学前の 10 月生まれのお子さん
の写真を募集します［抽選］。の写真を募集します［抽選］。
　9 月 10 日㊐までに上記二次元コまでに上記二次元コ
ードからお申し込みください｡ードからお申し込みください｡
　 企画広報課 広聴広報係　 企画広報課 広聴広報係
　 0739（26）9963　 0739（26）9963
　 https://www.city.tanabe.lg.jp/　 https://www.city.tanabe.lg.jp/
kouhou/wagayanoidol.htmlkouhou/wagayanoidol.html

そうちゃん１歳の
お誕生日おめでと
う！これからも元
気にすくすく大き
くなってね♪

河瀬 颯
そう た

太ちゃん（1歳）

　小学校 1年生の時に、兄の影響を受けて、野球を始めまし
た。そこから大学まで野球を続けましたが、結果を求めるあ
まり、野球に楽しさを見いだせなくなっていました。
　大学卒業後は、地元の草野球チームでプレーしていました。
以前とは違い、草野球では結果を求めるのでは無く、純粋に
野球を楽しむことができました。そして、この気持ちこそが
私の野球の原点だったことに気付かされました。今春から和
歌山ウェイブスに入団し、今もその気持ちを忘れずに投手と
して打者との一対一の勝負を楽しむことができています。現
在のチームでのプレーはこの一年限りと決めていますが、そ
れは妥協することなく、一日一日を大切にしたいという思い
からです。
　一度は野球をすることの意味を見失いましたが、野球を楽
しむことや、変化を恐れず挑戦することの大切さを改めて学
びました。この考え方は野球だけでなく、この先の自分の生
き方にもつながっていくと考えています。

原点は楽しむこと

關
せきや

矢 光
こうすけ

佑 さん
下三栖

流鏑馬式の体験
～ Yabusame Ceremony Experience ～

児童を守る

写真・文　南紀高等学校　玉置 可
か れ ん

怜

　今回、紀南児童相談所で取材をしてきました。児童相談所を
一言で言うと、“児童の福祉を守る行政の相談機関 ”だそうです。
児童福祉司や児童心理司、児童精神科の医師など専門職員でチー
ムを組み問題解決をします。児童相談所内には、相談室をはじめ、
親子訓練室やプレイルーム、心理療法室などの部屋がありました。
　中でも私が注目したのが箱庭療法室です。そこには、砂の入っ
た箱と人や建物、車などのミニチュアがずらりと並んでいました。
砂を使ったり、ミニチュアを置いたりして表現されたものから心の
様子や動きを観察するのが箱庭療法です。主に、気持ちを言葉で
表現することが難しい児童に対して行っているそうです。
　桐本所長に、近年の相談内容の傾向や、児童や保護者に対する
思いを伺った中で、「笑顔で帰る方々の姿は職員の励みになりま
す」と真剣に話す様子が印象に残っています。

第 20 回

　カナダのカルガリー市はカウボーイシティとして知られ、馬に
触れ合うイベントが年間を通じて多くあります。娘は小さい頃か
ら馬が好きで色んなイベントに連れて行きました。
　去年、子どもたちと田辺祭の流鏑馬式を見に行くと、娘のクラ
スメートが馬に乗っているのを見つけました。聞くところによる
と、歴史ある流鏑馬式で去年から女の子が馬に乗れるようになっ
たとのことでした。
　そうした中で、娘の希望が叶い、25 日の流鏑馬式に参加させ
ていただきました。当日、朝の 5時半から町内会館に 3人の乗り
子が集まり、流鏑馬装束の着付けと化粧をしてくれました。市役
所から始まった役馬町廻りは無事に終えることができてホッとし
ました。娘は暑さも気にせず、喜んで馬に乗っており、「来年も
また乗りたい」と話していました。地域の一員として田辺祭に参
加させていただき、各町の皆様と田辺祭の雰囲気を共に味わい、
楽しめたことが忘れられない経験となりました。


